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事 業 の 目 的

・住居が連担し狭隘な区間の交通安全確保
・交通渋滞の解消
・冬期の交通確保
・地域の活性化

国道１６１号は、福井県敦賀市を起点とし、滋賀県大津市
ふく い つ る が し が お お つ

に至る延長約８０ｋｍの幹線道路です。
現国道１６１号は、滋賀県湖西地域の幹線道路であるため

交通量が多く大型車混入率が高いにもかかわらず、２車線で
住居が連担し、路肩の無い狭隘区間があるため、民家を巻き
込む交通事故が発生している状況です。また、周辺には観光
地が多く、休日にはマイ
カーが集中し、交通渋滞
は激しさを増していま
す。さらに、降雪量の多
い地域でもあり、冬期に
は積雪により交通機能が
マヒすることがありま
す。
小松拡幅は、沿道住民

の安心・安全な生活の確
保や、湖西地域の幹線道
路のネットワークを強化
するとともに、地域の活
性化を図るために計画さ
れた道路です。
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計画の概要

・起 終 点 起点）滋賀県高島郡高島町打 下
し が たかしま たかしまちょううちおろし

終点）滋賀県滋賀郡志賀町北小松
し が し が し が ちょうきたこまつ

・計 画 延 長 Ｌ＝６．５ｋｍ
・幅 員 Ｗ＝２４．０ｍ
・構 造 規 格 第３種第１級
・設 計 速 度 ８０ｋｍ／ｈ
・車 線 数 ４車線
・全体事業費 約１９０億円

計画図

標準断面図
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事業の経緯及び進捗

１．事業の経緯
・都市計画決定：昭和５１年５月１０日（高島町内）

昭和５０年４月１８日（志賀町内）
・事 業 化：昭和４５年度
・用 地 着 手：昭和４５年度
・工 事 着 手：昭和４７年度

（Ｌ＝１．０ｋｍ４車供用）・一 部 供 用：昭和４９年１２月
（Ｌ＝１．０ｋｍ暫定２車供用）昭和６３年 ７月

２．事業の進捗
・事業進捗率：２１％（平成15年度末現在）

（ 、 ）・用 地 取得 率：６０％ 面積ベース 平成15年度末現在
・供用済み延長：Ｌ＝１．０ｋｍ（４車線）

Ｌ＝１．０ｋｍ（暫定２車線）
平成14年度に、用地買収済区間
（ 、 ． ） 、Ｗ＝４ｍ Ｌ＝１ ３ｋｍ を活用し
自転車・歩行者用道路として先行整備。
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３．関係機関との調整等
・残事業区間のうち高島 町 鵜川地区においては、琵琶湖を

たかしまちょうう か わ

埋め立てて、現道を拡幅する計画となっていることから、
琵琶湖の埋立について、琵琶湖の管理者と協議を進めてい
るところです。

・志賀町北小松地区においては、事業予定地の一部に公図混乱
地域が１７箇所存在しているため公図整理に時間を要して
います。また、現計画は地元協議等を踏まえ昭和５０年
４月の都市計画決定時の計画から道路構造に変更が生じて
いることから、今後、都市計画の変更について、関係機関
と調整を図ります。
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４．現在の状況

小松拡幅周辺状況
写真①【４車供用区間】 写真②【未整備区間】

写真③【暫定２車供用区間】 写真④【未整備区間】

写真⑤【未整備区間】 写真⑥【先行整備区間】
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事業を取り巻く社会状況

１．社会的背景
(１)沿線市町の人口と自動車保有台数

小松拡幅に関連する沿道地域（高島町、志賀町）の人口の
伸び率を見ると大きく増加しており、特に志賀町では、昭和
４５年に対し、２．４倍の高い伸びを示しています。
小松拡幅に関連する沿道地域の自動車保有台数は、人口と

同様、大きく増加しています。
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(２)沿道地域周辺の交通手段分担
小松拡幅に関連する沿道地域（高島町、志賀町）の交通手

、 ． 、段分担率を見ると 自動車の分担率が５６ ９％と最も高く
滋賀県全体や京阪神地域全体に比べても高くなっています。

志賀町・高島町周辺の鉄道網

代表交通手段分担率

鉄道 バス　 自動車 二輪車 徒歩

※「滋賀県」とはパーソントリップ調査対象地域内の６市２９町村を指す 出典：国土交通省「H 12パーソントリップ調査」　
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(３)冬期交通の状況
国道１６１号とＪＲ湖西線は地域の唯一の幹線道路、公共

交通機関ですが、冬期の積雪により機能がマヒすることがあ
ります。

積雪観測ポイント

最大積雪深と積雪日数（平成11年度）
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２．現道の交通状況
（１）交通量

国道１６１号は湖西地域の幹線道路であり、小松拡幅区間
の交通量を見ると、平成１１年には、平日は約２万台／日、
休日は約２万１千台／日となっており、ともに増加傾向にあ
ります。特に、大型車混入率が３０．７％（24h）と高く、近
畿圏直轄国道平均値の２２．４％を大きく上廻っています。
また、周辺に多

くの観光・レジャ
ースポットが点在

、していることから
休日の交通量が多
く 、 混 雑 度 も
１．３７と高くな
っています。季節
別では夏期に交通
量が多くなる傾向
があります。

交通量の経年変化（高島町鵜川字鷹ノ尾）
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（２）現道の状況
当該区間の車道部の幅員は最小区間で６．５ｍと狭く、

民家の連担する北小松地区では、歩道が未整備で狭い路肩し
かなく、歩行者が安心して歩くことができない危険な状況に
あります。

歩道設置区間

＜北小松地区車道部幅員＞

現道の沿道状況
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（３）交通事故の状況
当該区間では大型車による民家への衝突事故が頻発してお

り、地元住民の道路整備に対する要望はさらに強まっていま
す。

交通事故発生状況（平成14年）資料：滋賀国道事務所調べ
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（４）現道の交通騒音の状況
当該区間では、民家の直近を大型車が通過するなど、夜間

の騒音レベルが環境基準を超過しています。

小松拡幅沿道の騒音レベル（高島町鵜川字金糞）
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資料：H 15環境センサス

かなくそ

夜間の現道の交通状況



- 13 -

３．周辺の主な事業
○志賀町・高島町の開発計画等
湖西地方は多くの観光・レジャースポットを有しており、

ガリバー青少年旅行村などに訪れる観光客も行楽シーズンを
中心に多くなっています。また、沿道地域は琵琶湖リゾート
ネックレス構想の重点整備地区の指定を受けており、様々な
開発が進められています。一方、ＪＲ湖西線沿線では宅地開
発が進められており、人口増加が見込まれています。
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○志賀町、高島町の観光入込客数
志賀町と高島町は常住人口に対して観光入込客数が多く、

両町合わせて約２００万人（平成１５年）となっています。
月別に見ると夏期及び冬期に多く、特に志賀町ではその傾向
が顕著であります。
また観光入込客の訪問目的は、一般的な観光に次いで、志

賀町ではスキーや水泳が、高島町では寺社・文化財巡りが多
くなっています。

資料：滋賀県観光入込客統計調査書
住民基本台帳人口(H15.3末現在)
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４．地域における計画
小松拡幅は、以下の計画に位置付けられています。

◆滋賀県中期計画（H15～H22 「広域交通網の整備」）
（平成１５年１０月策定）

◆滋賀県中期戦略プログラム（H16～H19）
（平成１６年３月策定）

◆第４次志賀町総合発展計画（H12～H22）
（平成１２年６月策定）

◆高島町総合計画（第４次 （H13～H22））
（平成１２年１２月策定）

要望経緯
・昭和42年12月 国道１６１号改良整備促進期成同盟会 設立

期成同盟会名称 会長 主な構成メンバー 対象道路

国道１６１号 大津市長 志賀町・高島町・ 西大津バイパス
改良整備促進 安曇川町・新旭町 志賀バイパス
期成同盟会 ・今津町・マキノ 小松拡幅

町・朽木村 高島バイパス
湖北バイパス

最近の動向
●平成16年10月13日 国道161号改良整備促進期成同盟会が

近畿地方整備局及び滋賀国道事務所
に事業促進を要望

●平成16年10月14日 国道161号改良整備促進期成同盟会が
国土交通省に事業促進を要望
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事 業 の 整 備 効 果

(１)交通事故の減少
現道１６１号の住居が連担する狭隘な区間では、バイパス

整備によって通過交通が排除され、交通事故の防止につなが
り歩行者の安全性が向上します。

(２)沿道環境の改善
（ ） 、現道１６１号の拡幅 ４車化 及びバイパス整備によって

現道の交通混雑の緩和が図られます。また、住居が連担する
狭隘な区間では、バイパス整備により、大型車等がバイパス
に転換し現道の騒音低減など沿道環境が改善されます。

(３)冬期の交通確保
道路拡幅と併せた堆雪幅を確保することにより、積雪時に

おいても円滑な交通の確保を図ります。
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(４)地域の活性化
①救急医療の搬送時間の短縮
志賀町域から救急医療機関である高島総合病院（第二次救

急医療施設）までの搬送時間が短縮されます。

小松拡幅整備区間の所要時間比較

※現国道１６１号はＨ１１センサス休日ピーク時旅行速度

※現国道１６１号はＨ１１センサス休日ピーク時旅行速度

23分

30分

0 10 20 30

小松拡幅
利用時

現国道161号
利用時

(分)

７分短縮



- 18 -

②沿道地域開発等の支援
琵琶湖リゾートネックレス構想、たかしま魅力向上プロジ

ェクトを支援します。
a)琵琶湖リゾートネックレス構想「重点整備地区・・湖西
南部地区（志賀町 」）
（主な整備済施設 ・・・げんき村、山岳センター、水）
泳場５箇所、リゾート船、駐車場等のスポーツレクリ
エーション施設及び交通施設 等

琵琶湖リゾートネックレス構想
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b)たかしま魅力向上プロジェクト
・ガリバー青少年旅行村等の観光機能の充実
・各観光拠点を結ぶウェルカム・ロードの環境整備
豊かな自然環境と貴重な歴史遺産を活かした周遊ルート・
の整備

等
（主な整備済施設 ・・・ガリバー青少年旅行村、高島町）
アイルランド交流館「びれっじ 、ガリバーホール、畑」
地区の棚田、近藤重蔵の墓 等の観光名所 等

■高島町の「たかしま魅力向上プロジェクト」について

【ねらい】
“森林 “琵琶湖 “城下町 “棚田”の4つの”、 ”、 ”、
異なる風景をもつ本町の魅力を最大限に活かし、
この地に住む魅力とこの地へ足を運ぶ魅力を高
め、町外から多くの人を集客し、新たな産業展開
やまちづくり活動への可能性を拡げます。

プロジェクトイメージ

畑地区の棚田

高島町観光客数目標値
実績値 目標値
平成11年 平成22年
402,180人 500,000人

びれっじ４号館

ガリバー青少年旅行村 琵琶湖と白髭神社
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費用便益比の算定（事業全体）

路 線 名 一般国道１６１号

事 業 名 小松拡幅

延 長 ６．５km

□便益

走行時間 走行経費 交通事故
短縮便益 減少便益 減少便益 合 計

基 準 年 平成１６年度

基準年における
現 在 価 値 552億円 99億円 1億円 652億円

・・・ Ｂ）（

□費用

事 業 費 維 持 管 理 費 合 計

基 準 年 平成１６年度

単 純 合 計 186億円 74億円 260億円

基準年における
現 在 価 値 194億円 26億円 220億円

・・・ Ｃ）（

□算定結果

費用便益比（ＣＢＲ）

便益の現在価値の合計（Ｂ） 652億円
Ｂ／Ｃ＝ ＝

費用の現在価値の合計（Ｃ） 220億円

＝ ２．９
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費用便益比の算定（残事業）

路 線 名 一般国道１６１号

事 業 名 小松拡幅

延 長 ５．５km

□便益

走行時間 走行経費 交通事故
短縮便益 減少便益 減少便益 合 計

基 準 年 平成１６年度

基準年における 431億円 78億円 1億円 510億円
現 在 価 値

・・・ Ｂ）（

□費用

事 業 費 維 持 管 理 費 合 計

基 準 年 平成１６年度

単 純 合 計 168億円 66億円 234億円

基準年における 141億円 23億円 164億円
現 在 価 値

・・・ Ｃ）（

□算定結果

費用便益比（ＣＢＲ）

便益の現在価値の合計（Ｂ） 510億円
Ｂ／Ｃ＝ ＝

費用の現在価値の合計（Ｃ） 164億円

＝ ３．１
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コスト縮減や代替案立案等の可能性

・残事業区間のうち高島町鵜川地区においては、琵琶湖を埋
め立てて現道を拡幅する計画となっていることから、琵琶
湖の埋立について、琵琶湖の自然環境と水質の保全の観点
から、埋立範囲を極力少なくする方法について、琵琶湖の
管理者と協議を進めているところです。

・残事業区間の施工にあたっては、舗装施工の合理化等の新
、 、技術の積極的な活用や 建設発生土の有効活用を図るなど

コスト縮減に配慮して事業を進めていきます。



- 23 -

対応方針

(１)事業の必要性等に関する視点からの見解
・現国道１６１号は、交通量が多く大型車混入率が高いにも
かかわらず、民家の連担する狭隘区間に歩道がなく、事故
等の発生や混雑が一層深刻な状況となっています。

・現国道１６１号の交通量は平日が約２万台／日、休日が約
２万１千台／日と２車線道路の交通容量を超えており、交
通渋滞が日常生活に多大な影響を与えています。

・現国道１６１号沿線地域は、冬期の幹線道路の機能確保が
強く求められています。

． 、・残事業の整備を図ることによる費用対効果は３ １であり
事業実施の必要性が高い事業であると考えます。

(２)事業の進捗見込みからの見解
、 、・志賀町北小松地区については 公図整理を早急に完了させ

用地買収を推進します。また、地元協議等を踏まえた現計
画は、昭和５０年４月の都市計画決定時の計画から道路構
造に変更が生じていることから、今後、都市計画の変更に
ついて、関係機関と調整を図ります。

・また、高島町鵜川地区については、琵琶湖管理者との協議
を早急に完了させ、事業を推進します。なお、協議結果等
により現計画に大きな変更が生じた場合は、今後、都市計
画の変更について、関係機関と調整を図ります。

(３)コスト縮減や代替案立案等の可能性による視点からの見解
・残事業区間のうち高島町鵜川地区においては、琵琶湖を埋
め立てて現道を拡幅する計画となっていることから、琵琶
湖の埋立について、琵琶湖の自然環境と水質の保全の観点
から、埋立範囲を極力少なくする方法について、琵琶湖の
管理者と協議を進めているところです。

・残事業区間の施工にあたっては、舗装施工の合理化等の新
、 、技術の積極的な活用や 建設発生土の有効活用を図るなど

コスト縮減に配慮して事業を進めていきます。
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◇対応方針 （原案）

（事業継続）

一般国道１６１号は、滋賀県湖西地域の交通のみならず、京
阪神地方との交通も担う重要な道路です。
その一部を形成する小松拡幅は、住居が連担し狭隘な区間

の交通安全確保、交通渋滞の解消、冬期の交通確保、地域の
活性化、さらには、沿道環境の改善等のため、事業促進が求
められています。
今後とも、引き続き事業を推進し、早期の完成を目指しま

す。
なお、琵琶湖埋立に関する協議等の結果により、現計画に

大きな変更が生じた場合は、再評価を行うこととします。



チ ェ ッ ク リ ス ト



事業再評価に係る資料

事業名 国道１６１号 小松拡幅 事業種別 ２次改築
こ ま つ

起終点 起点：滋賀県高島郡高島 町 打 下
し が たかしま たかしまちょううちおろし

事 延 長 ６．５km
業 終点：滋賀県滋賀郡志賀 町 北小松

し が し が し が ちょう き た こ ま つ

の
（ ）概 事 業 化 昭和４５年度 都市計画決定 昭和５１年５月１０日 高島町内
（ ）要 昭和５０年４月１８日 志賀町内

用地着手 昭和４５年度 工事着手 昭和４７年度

全体事業費 約１９０億円

国道１６１号は、福井県敦賀市を起点とし、滋賀県大津市に至る延長約８０
ふ く い つ る が し が お お つ

事 ｋｍの幹線道路である。
業 現国道１６１号は、滋賀県湖西地域の幹線道路であるため交通量が多く大型車
の 混入率が高いにもかかわらず、２車線で住居が連担し、路肩の無い狭隘区間があ
目 るため、民家を巻き込む交通事故が発生している状況である。また、周辺には観
的 光地が多く、休日にはマイカーが集中し、交通渋滞は激しさを増している。さら

に、降雪量の多い地域でもあり、冬期には積雪により交通機能がマヒすることが
ある。
小松拡幅は、沿道住民の安心・安全な生活の確保や湖西地域の幹線道路のネッ

、 。トワークを強化するとともに 地域の活性化を図るために計画された道路である

位

置

図



事業名 国道１６１号 小松拡幅 事業種別 ２次改築
こ ま つ

執行済み額 事 業 費 ： 約４１億円（進捗率２１％）

事業の進捗状況

事

業

の

・事 業 化：昭和４５年度
進 ・用地着手：昭和４５年度

・工事着手：昭和４７年度

【調査・設計・施工】
捗 ・残事業区間のうち高島 町 鵜川地区においては、琵琶湖を埋め立てて、現道を

たかしま ちょう う か わ

拡幅する計画となっていることから、琵琶湖の埋立について、琵琶湖の管理
者と協議を進めている。

・志賀町北小松地区においては、事業予定地の一部に公図混乱地域が１７箇所存在してい
状 るため公図整理に時間を要している。また、現計画は地元協議等を踏まえ昭

和５０年４月の都市計画決定時の計画から道路構造に変更が生じていること
から、今後、都市計画の変更について、関係機関と調整を図ります。

況

供用目標等今後の事業の見通し

・志賀町北小松地区については、公図整理を早急に完了させ、用地買収を推進
する。また、地元協議等を踏まえた現計画は、昭和５０年４月の都市計画決
定時の計画から道路構造に変更が生じていることから、今後、都市計画の変
更について、関係機関との調整を図ります。

、 、 、・また 高島町鵜川地区については 琵琶湖管理者との協議を早急に完了させ
事業を推進する。なお、協議結果等により現計画に大きな変更が生じた場合
は、都市計画の変更について、関係機関と調整を図ります。



事業名 国道１６１号 小松拡幅 事業種別 ２次改築
こ ま つ

客観的評価指標

事

業

を

め

ぐ

る

社

会

情

勢

等

● 現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率

□ 現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待され
る

□
現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が10,000台時/日以上の踏切道の除却も
しくは交通改善が期待される

■ 現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する

□ 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる

□
第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込ま
れる

□ 重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込まれる

□ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性向上が見込まれる

□
現道における、総重量25tの車両もしくはISO規格背高海上コンテナ輸送車が通行でき
ない区間を解消する

□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

□ 広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成する

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

□ 中心市街地内で行う事業である

□ 幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下である市街地内での事業である

□ DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する

□ 対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発（300戸以上又は16ha以上、大都市にお
いては100戸以上又は5ha以上）への連絡道路となる

□ 高速自動車国道と並行する自専道（A'路線）の位置づけあり

■ 地域高規格道路の位置づけあり

□ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する（A'路線
としての位置づけがある場合）

□ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する

□ 現道等における交通不能区間を解消する

□ 現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する

□ 日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる

□ 鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する

□ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する

■ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

□
自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が1,000台/12h以上、歩行者交通量が500
人/日以上の全てに該当する区間において、自転車利用空間を整備することにより、
当該区間の歩行者・自転車の通行の快適・安全性の向上が期待できる

□
交通バリアフリー法に基づく重点整備地区における特定経路を形成する区間が新たに
バリアフリー化される

□ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけ有り

□
市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区域及び重要伝統的建造物保存地区）
等の幹線道路において新たに無電柱化を達成する

安全で安心
できるくら
しの確保

■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

２．暮らし

１．活力

歩行者・自
転車のため
の生活空間
の形成

無電柱化に
よる美しい
町並みの形
成

円滑なモビ
リティの確
保

物流効率化
の支援

都市の再生

国土・地域
ネットワー
クの構築

個性ある地
域の形成



事

業

を

め

ぐ

る

社

会

情

再評価実施時点における評価指標該当項目（定量的評価指標）
勢

１．活 力～円滑なモビリティの確保～
○現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率

等 ・国道161号現道区間の渋滞損失時間は約135,000人・時間である。
・当該事業により、渋滞損失時間は概ね解消される。

４．環 境～地球環境の保全～
○対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量
・国道161号現道区間のCO2排出量は約23,900tである。
・当該事業により、CO2の排出量は約3,700t（15.5％）削減される。

４．環 境～生活環境の改善・保全～
○現道等における自動車からのNO2排出削減率
○現道等における自動車からのSPM排出削減率

、 。・国道161号現道区間のNO2排出量は約100tで SPMの排出量は約9.6tである
、 、 。・当該事業により NO2の排出量が23.4％ SPMの排出量が約26.7％削減される

□
現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量
の減少、歩道の設置又は線形不良区間の解消等により、当該区間の安全性の向上が期
待できる

□

当該区間の自動車交通量が1,000台/12h以上（当該区間が通学路である場合は500台
/12h以上）かつ歩行者交通量100人/日以上（当該区間が通学路である場合は学童、園
児が40人/日以上）の場合、又は歩行者交通量500人/日以上の場合において、歩道が
無い又は狭小な区間に歩道が設置される

□ 近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の道路寸断で孤立化する集
落を解消する

■
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊
急整備事業計画に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのあ
る路線（以下「緊急輸送道路」という）として位置づけあり

□ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成
する

□
並行する高速ネットワークの代替路線として機能する（A'路線としての位置づけがあ
る場合）

□ 現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の必要のある老朽橋梁におけ
る通行規制等が解消される

□ 現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消する

地球環境の
保全 ● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

● 現道等における自動車からのNO2排出削減率

● 現道等における自動車からのSPM排出削減率

■ 現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を
下回ることが期待される区間がある

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

□ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり

■ 他機関との連携プログラムに位置づけられている

その他 □ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が期待される

※　データ上の制約がない限り、基本的に全ての項目について評価を実施するものとする。
　 　ただし、評価に必要な作業量が大きく、当該事業による効果は少ないことが予想される場合、
　 　評価実施主体が当該事業について評価対象外とすべきと判断した項目については、評価を
　 　実施しなくてもよいものとする。
※　○印の指標は定量的な記述により効果の確認を行うことを基本とする。
※　その他の指標は定性的に効果の有無を確認する。
※　本指標に基づき効果を総合的に評価する必要がある。その手法については今後策定する。

安全な生活
環境の確保

５．その他 他のﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾄとの関係

災害への備
え

３．安全

生活環境の
改善・保全

４．環境



事社 事業採択時より再評価実施時までの周辺環境
業会 変化等
を情
め勢 小松拡幅沿線の志賀町、高島町の人口は昭和４５年に対し１．１～２．４倍
ぐ等 と大幅に増加している。また、自動車保有台数も高い伸びを示し、交通手段は
る 半数以上の約６０％が自動車利用となっている。

効事 ○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝２．９（事業全体）
果業 ３．１（残事業）
分採 （基準年次：平成16年、検討年次40年間で算出）
析択
の時
要の
因費
の用
変対
化効
果

立コ ・残事業区間のうち高島町鵜川地区においては、琵琶湖を埋め立てて現道を拡
案ス 幅する計画となっていることから、琵琶湖の埋立について、琵琶湖の自然環
等ト 境と水質の保全の観点から、埋立範囲を極力少なくする方法について、琵琶
の縮 湖の管理者と協議を進めているところである。
可減 ・残事業区間の施工にあたっては、舗装施工の合理化等の新技術の積極的な活
能や 用や、建設発生土の有効活用を図るなど、コスト縮減に配慮して事業を進め
性代 ていく。
替
案

地 ・国道161号改良整備促進期成同盟会（大津市、志賀町、マキノ町、今津町、朽
方 木村、安曇川町、高島町、新旭町 ・・・小松拡幅事業の事業促進を要望）
公 ・バイパスを通過する市町村等
共 志賀町、高島町
団
体
の
意
見

（原案）事業継続
（理由）

対 小松拡幅は、住居が連担し狭隘な区間の交通安全確保、交通渋滞の解消、冬
応 期の交通確保、地域の活性化、さらには、沿道環境の改善等のため、事業促進
方 が求められている。
針 今後とも、引き続き事業を推進し、早期の完成を目指す。

なお、琵琶湖埋立に関する協議等の結果により、現計画に大きな変更が生じた
場合は、再評価を行う。




